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独自の詩の声  

オーデンの『学苑落書き集』  

森 田  孟  

半世紀近い詩人としての営為で膨大な詩業を残したW．H．Auden（190773）  

は，種々の詩型を駆使してみせたが，後年，一連の〈クレリヒュー〉作品“Aca－  

demicGraffiti”「芋苑落書き集」を出版（1971年）して，Ogden Nash（1902  

71）の霊に捧げた。1）ナッシュは，ニューヨーク出身のアメリカの詩人で，  

とくに，痛烈な時事諷刺なども含む軽妙酒脱でユーモアに富んだ優雅な詩  

Light verseの数々によって人気を博したが，オーデン自身も，総計1，113行  

から成る「バイロン卿への手紙」“Letter to Lord Byron”（1936）や1，707行  

の「新年の手紙」“New Year Letter’’（1940）などの長詩と共に，「短詩集」  

“Shorts”と称して，軽妙な短い詩を多く書いた。「学苑落書き集」は，如何に  

も，ナッシュに捧げられるに相応しい，オーデンの面目の一端を如実に示す詩  

篇である。   

〈クレリヒュー〉Clerihewとは，周知の如く，aabbと韻を踏む長短不同の  

不規則な韻律の四行詩で，第一行に人物名を出し，その人物の特徴などを諷刺  

風に軽妙に歌うものが多く，英国のジャーナリストで探偵小説家のEdmund  

Clerihew Bentley（18751956）の考案に成る。詩塾の名称はその創始者の名  

に由来する。軽快な気分を出すのに便利な遊戯詩として，次第に，17世紀フラ  

ンスで流行した題韻詩くプリメ〉Boutsrirn卓sや，Edward Lear（1812－88）  

の771eBook dNonsense（1846）によって普及した〈リメリック〉Limerick  

に取って代わるに到った。〈リメリック〉（この名自体はアイルランドの地名）  

は弱々強調（anapaest）や強弱々調（dactyl）の五行の遊戯詩で，aabbaと  

押韻し，三行目と四行目は他の行の半分の長さのものが普通である。   

オーデンの〈クレリヒュー〉集は，まず自らを槍玉に挙げる。  

MyFirstName，Wystan，   

RhymeswithTristan，   
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But→Odear！Idohope   

rmnotquitesuchadope．  

（吾が洗礼名ウイスタンは／韻を踏む トリスタンと／だが－いやはや¶頼  

むよ／そんなうつけでないことを。）［トリスタンはアーサー王伝説に登場する  

Arthur王の円卓騎士中最も有名な一人Tristramで，彼とMark王の妻Iseult  

との恋愛は，Wagnerの楽劇『トリスタンとイゾルデ』他，多くの物語の主題  

となっている］   

以下，60名の多彩な人物達が，姓名のアルファベット順に華麗に集められた  

後，次の二篇の〈リメリック〉で締め括られるのが，オーデンの「学苑」であ  

る。  

T．S．Eliotisqulteataloss   

Ⅵ「hencl11bwomenbustleacross  

Atliteraryteas，  

Crying：一“What，ifyouplease，   

DidyouTneanby Tゐe〟fJgo乃‡ゐgFわ∬7”  

（T．S．エリオットは全く途方にくれる／上流社交婦人連がばたばた動き回っ  

て／文芸のお茶の会で／こう叫ぶ時，「お訊ねしてよろしいかしら／『フロス川の  

水車小屋』で何をおっしゃりたかったのでしょうか」と。）¶この作品（1860  

年刊）は無論，19世紀英国の女流作家GeorgeEliot（181980）の小説である。  

TogettheLastPoemsofYeats，   

Youneednotmugupondates；  

Allareaderrequires   

Issomeknowledgeofgyres   

Andthesortofpeoplehehates．  

（イエイツの最後の詩篇を理解するのに／日付についてガリ勉する｛こは及ばな  

い／読者に必要なのはただ／旋回と彼が嫌いなたぐいの人々について／幾らか  

知っていることだけ。）vWilliam Butler Yeats（18651939）には最晩年  

に上皿汗」托倒職（1939）がある。旋回とは渦巻き状の詩風のことに言及してい  

るのだろう。   

以下，60篇のくクレリヒュー〉 を，便宜上，順に番号を付し，各人物の生没  

年ヒ最／ト限の注釈をつけ，押韻の原語を示して拙訳で紹介しながら，このく落   
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書き〉の特質を垣間みてみよう。  

2r, 

（む ヘンリー・アダムズは  

〈奥様たち〉 を 酷く恐れた  

乱雑な家に  

彼は静かに坐っていた 鼠のように。  

［HenryAdams（18381918）．米国の歴史家。その著TheEducation〆Henり′  

Adams（1907）の中の，少年期の挿話に触れたものか。Madams／house，mOuSe］  

② 聖トマス・アクイナスは  

葡萄酒を常に  

医薬ジュースと看徹していた  

推論する助けになってくれようかと。  

［St．Thomas Aquinas（1225？74）．『神学大全』（126573）の作者で，この  

内容は，カトリック教会の神学者・13世紀最大のスコラ哲学者なら如何にもさ  

もありなんと思わせられる。aS／Juice，deduce］  

③ ヨハン・セバスチャン・バッハは  

自らの専門に精通していた  

彼の「フーガの技法」ほど  

堪能なものはあり得まい。  

［JohanSebastian Bach（1685－1750）。Fbch／kluge，軸e．ドイツ語が用いら  

れている］  

④トマス・ラヴェル・ベドゥズは  

牧場を歩いていると  

いつもふさぎこんでは  

墓のことを考えずにはいられなかった。  

［Thomas LovellBeddoes（180349），英国の詩人・劇作家。詩劇『死の笑  

話集』Death’sJ？StBook（1850）を書いた。meadows／glooms，tOmbs］  

⑤ ルートヴィヒ・フアン・ベー トーベンは  
証明されたと信じた   
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死すべき運命の人間にとっては  

在らねばならぬが 在らねばならぬ，と。  

［Ludwig van Beethoven（17701827）。  

だろう。prOVen／dust，muSt］  

第五交響曲「運命」に触れているの   

⑥ 立派な女王エリザベスは  

気を損ねるわけにはいかなかった  
バーリーとセシルが  

同じ♯から飲んだモ韓も。  

［Good Queen Bess（ElizabethI，1533［在位15581603］）。Burgh1y，Ist  

Baron（152098），英国の政治家。Elizabeth一世に40年間仕え，中道政治  

堅持して近代英国の基礎を築かせた最大の功臣。本名WilliamCecil。バーリー  

とセシルは同一人物である。前者は公的存在，後者は私的なそれを表わすか。  

別人がまるで睦まじい夫婦のように見える書き方が面白い。この女王は独身  

だった。1ess／Cecil，VeSSel］  

（ヨ ウイリアム・ブレイクは  

こユートンを理解するのは難しいと思った  

フランシス・ベイコンに  

途方もなく心を惹かれることはなかった。  

［WilliamBlake（17571827），SirIsaac Newton（16421727），Francis Ba  

con（1561－1626）。ブレイクの詩の内容に触れていよう。take／taken，Bacon］  

（沙 ロバート・ブリッジスは言った  

ユスリカに酷くさされて  

「連中は義務を果しているだけさ  

私の美しさへの遺言として」。  

［Robert Bridges（1844－1930）．この英国の桂冠詩人には4，374行から成る芸  

術哲学論の難解な名作長詩『美の遺言』Tみβ7壱∫ぬ肌g乃J〆βgαゆ（1929）が  

ある。midges／duty，beauty］  

⑨ ロバート・プラウニング  

しかめっ面を 直ちにやめて   
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顔赫らめた  

フラッシュに謡われて。  

［Robert Browning（1812朗）。この，難解な作品を膨大に残したVictoria  

朝の代表詩人は，六歳年長の詩人Elizabeth Barrett（1806－61）との熱烈な夫  

婦愛でも有名だが，Flushはその夫人の愛犬の名。VirginiaWoolf（18821941）  

にこの犬を扱った小説Flush（1933）がある。frowning／blush，Flush］  

⑩ マルティン・プーバーは  

管取り付け工に 「汝」とは決して呼び掛けなかった  

その教義にも拘わらず  

必要を感じなかったから。  

［MartinBuber（1878－1965），我＝汝関係の原理をその哲学の根本としたオー  

ストリア生れのイスラエルの哲学者・神学者。主著の一つに『我と汝』企ん〟邦d  

Du（1923）がある。tuber／creed，need］  

⑪ バイロン卿は  

一度セイレンの一人に屈服した  

彼の身体は弱かった  

彼女のはギリシャ人のだった。  

［George Gordon Byron（17881824）。セイレンは，その美声によって水夫  

たちを海中に投身させたというSicily島近くの小島のあの半人半島の海の精。  

Siren／weak，Greek］  

⑫ 韻律学者数ある中で ピッシュは  

音節数えの老いぼれ弱虫  

寄生動物  

音の強弱を重んずる害虫だった。  

［詩論mgAγf〆且瑠gJ由ゐPogわ（1702）を編集し，Ⅹenophonのルね椚0和ゐ才J才α  

の翻訳（1712）のあるEdwardBysshe（fl，1712）のことだろう。Sissy／Guest，  

pest］  

⑩ アーサー・ヒュー・クラフは  

いかす若い娘に振られた時に   
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「残念だ！」と溜め息ついて  

『旅への愛』を書いた。  

［ArthurHughClough（181961），宗教上の疑惑を歌った英国の詩人。Amours  

del句γ昭e（1849）の作者。「残念！」‘‘Queldommage！”はフランス語。fluff／  

dommage，Voyage］  

⑭ ダンテは  

すっかり魅了された  

ベアトリーチェが素敵な声音で叫んだ時に  

私たちはお友だちだわ，と。  

［Dante Aiighieri（12651321）。4行目はNoisiamo amiciでイタリア語の  

まま。enChant6／peachy，amici］  

⑮ フーゴ・ドフリースは  

ギリシャを訪問中  

田園詩を則った  

『木部と師部』を。  

［HugoDeVries（1848肌1935），オランダの植物学者で，オオマツヨイグサの  

交雑実験によって突然変異説を提唱した。ⅩyJg刑＆Pゐわg机の“Ⅹ）rlem”は19  

世紀ドイツの植物学者K，W．N哀geliの造語。“phloem”と共にギリシャ語が  

語源。Greece／poem，Phloem］  

⑯ チャールズ・ディケンズには  

見付からなかった ひよこに言うべき一言も  

しかし うさぎとのおしゃべりが  

彼の習慣の一つになった。  

［CharlesDickens（181270），英国の小説家，代表作の一つはDavidC（り坤er  

ノ詣Jd（184950）。雛弟には，若い娘，小娘の意があり，兎には口語で，クリ  

ケットなどの下手な競技者の意がある。Chickens／rabbits，habits］  

（珍 デジデリウス・エラスムスは  

常に〈交錯配列法〉★を避けたが  

次第に時と共に熱中していった   
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〈撞着語法〉＝1こ。  

［Desiderius Erasmus（1466？1536）。この文芸復興期の先覚者は，優れた  

修辞学者でもあった。－「人は食べるために生きるのではなく生きるために食  

べるのだ」のように類似語句反復の際の語句の順を逆にする表現法。…「賢い  

愚か者」「醜い美」のような表現。Chiasmus／on，OXymOrOn］  

⑱ フルケ・グレヴィルは  

海面で美事に書いた  

等高線が上るごとに彼の詩は  

次第次第に劣っていった。  

［Fulke Grevi11e（15541628），英国の詩人・政治家。Sir Philip Sidneyや  

Francis Baconとも親しく，Elizabethd世の寵臣として顕職に就いた。地位  

の向上と共に詩が劣ったことを指すか。1evel／verse，WOrSe］  

⑩ ゲーテの中の〈枢密顧問官〉が  

彼を一層そっけなくさせた  

彼の色彩論に  

疑い深くなった〈世人〉 に。  

［JohanWolfgangGoethe（1749－1832）。「枢密顧問官」Geheim7dと「世人」  

Leute Biドイツ語のまま。Curter／ieery，Theory］  

⑳ ライダr・ハガ）ド細は  

全く仰天した  

己が未来の花嫁が  

「私が彼女よ！」と公表した時。  

［Sir Henry Rider Haggard（1856－1925），英国の小説家・農学者。作品は  

KingSolomonbMines（1885）など。Staggered／bridetObe，She！］  

⑪ ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデルは  

ケングルで甚だ尊敬された  
ジョージ・フレデリック・ハンデルだった  

あらゆる醜聞を惹き起したのは。  

［Georg Friedrich Hflndel（16851759），ドイツ生れのこの作曲家は1710年   
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に英国へ渡り，1726年英国に帰化し，イングランド北西部Cumbria州の都市  

Kendalに住んだ。後者ほ帰化後の英国名で，作曲家と私人の違いに触れてい  

るのだろう。Kendal／Handel，SCandal］  

⑫ トマスり、－デイは  

決してくずつかなかった  

〈内在意志〉 を  

成就するよう喚び掛けられた時。  

［ThomasHardy（18401928）。“TheImmanentWill’’は，彼の小説Tessqf  

∠ゐeβノLケ∂gγ㍗オ／ゐs（1891）などに体現されている，宇宙を支配する盲目的な意  

志。人間は自由意志の如何に拘わらず一層大きな“Will”に操られるのだと，  

彼は考えた。tardy／fulfill，W11］  

⑳ ヨーゼフ・ハイドン  

ドライデン読まず  
ジョン・ドライデン  

ハイドン聴かず。  

［Joseph Haydn（17321809）。John Dryden（16311700）。二人の名が押韻  

に使われている。ドライデンがハイドンを聴かないのは当然。］  

㊧ 何びとをもってしても不可能だろう  

ゲオルク・ウィルヘルム・フリwドリヒ・ヘーゲルに  

誘いかけて彼の『現象論』への弁明を  

幽かにでも表明させるなど。  

［GeorgWilheImFriedrich Hegel（17701831）。主著の一つ『精神現象学』  

（1807）。inveigle／apology，f％enomenoL？8y］  

⑳ ジョージ・ハーバートは  

シャーベット水を注文したことがあった  

ソールズベリー平原で  

無駄な注文だった。  

［George Herbert（15931633）。英国南部Salisburyの北方にある起伏高原  

地帯にはStonehengeがある。Sherbet／Plain，Vain］   
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⑳ ロバート・ヘリックは  

確かに『エリック』は書かなかった  

我らの知る  

限り，それはファラー首席司祭だった。  

［Robert Herrick（15911674）。Frederic William Farrar（18311903）は  

Canterburyの首席司祭で，教育宗教関係の著書が多い。Ertc／far，Farrar］  

⑳ ヘンリー・ジェイムズは  

〈奥方〉 なる語を嫌って  

いつも「カアチャン」と書いた  

括弧を付けて。  

［HenryJames（1843－1916）。『ある貴婦人の肖像』77telbrtrait qfa Laめ  

（1881）の作者。Dames／“Mommas”，COmmaS］  

⑳ 幼少のカントは  

叔母さんにキスしなさいと言われた時  

従ったのだ 定言的絶対必要事に  

ようやっとのことで。  

［ImmanuelKant（17241804）。“Categoricalimperative”（定言命令）はカ  

ントの用語。aunt／Must，5ust］  

⑳ ゼーレン・キ／レケゴールは  

猛然と試みた  

一大〈飛躍〉 を遂げんものと  

だがどさっと倒れた。  

［S¢ren Kierkegaard（181355），実存主義に影響を及ぼしたデンマークの  

宗教哲学思想家。人がキリスト者になる啓示の瞬間を把えるには，情熱的な信  

仰の飛躍によるしかないとするその思想と，路上で倒れた早逝とに触れたもの  

だろう。hard／Leap，heap］  

⑳ カール・クラウスは  

飼っていた 常に何羽かライチョウを  

彼の〈黒い動物たち〉の中には   
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ウィーンの噛り鳥たちがいた。  

［KarlKraus（18741936），オーストリアの批評家・劇作家。社会と文化の  

あらゆる欺満・腐敗に激烈な批判を溢びせた。“betesnoires”く黒い動物たち〉  

とは「嫌なもの」のこと。ライチョウは〈不平不満〉を表わすか。grOuSe／noires，  

choirs．3，4行は視覚韻。］  

⑪ ロード大司教は  

〈高く〉て〈広く〉 はなかった  

身を屈して祝福は  

出来なかった ロンドン北部地区を。  

［WilliamLaud（15731645）は，Canterburyの大司教で清教主義に反対し，  

国事犯人として処刑された。〈高い〉く広い〉は，High［Broad］Church（高  

［広］教会派）の意で，英国国教会内の傾向を分類して呼ぶ俗称。教義や儀式  

遵守に対する態度の厳格さと寛容の度に依る。High，Broad，Low（低教会派）  

の順に寛容になる。ロンドンの北部地区the North Em＝こは低教会派の人々  

が多く住んでいた。Broad／descend，End］  

⑳ エドワード・リアは  

恐れに憑きまとわれた  

アルバニアを旅行中  

盗癖病に羅かるのではないかと。  

［EdwardLear（181288），771eBookqfNonsense（1846）の作者。fear／AIT  

bania，kleptomania］  

⑳ ジョウゼフ・リスターは  

殊によれば  

アルコ叩ル中毒ではなかった  

彼の欠陥こそ 石炭酸中毒だった。  

［Joseph Lister（18271912），英国の外科医で消毒殺菌法の完成者。「石炭酸  

中毒」と敢えて拙訳した‘℃arbolic”は，「コールター／レから採れる弱酸性物  

質の」という意。Sister／alcoholic，Carbolic］   
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⑭ ロバート・リストン氏は  

鋸使い ピストンのように  

得意満面 意気軒昂  

人の手足を切り取った。  

［Robert Liston（17941847），英国の解剖学の教授で，執刀の巧みさで令名  

を馳せた外科医。麻酔の知られていない時代には，素早い手術が必要だった。  

piston／elated，amputated］  

⑮ ルターとツヴィングリとは  

独りずっ扱われるべきだ  

Lが憎悪したのはく農民たち〉  

Zのは〈血肉実在説〉。  

［MartinLuther（14831546）はドイツの，UrlichorHuldreichZwingli（1484  

－1531）はスイスの，共に宗教改革者・プロテスタント神学者。農民戦争“The  

Peasants’War’’（152425）がドイツ南部に起きた時期だった。“theRealPres  

ence”とは，聖餐の中にキリストの血と肉が実在するという説。Singly／Peas－  

ants，Presence］  

⑯ マラルメには  

言うことがありすぎた  

彼にはおよそ出来なかった  

白紙のままにしておくことiま。  

［St6phaneMallarm6（1842－98），〈曳白の苦〉で知られる。Say／quite，White］  

⑰ スコットランド女王メアリーは  

最も混み入った結び目は作れたが  

最も簡単なケーキは  

焼けなかった。  

［QueenofScots（MaryStuart）154287。Bothwell伯との結婚がきっかけ  

で貴族の反乱を招いて廃位され，翌年英国に逃れるが幽閉の身となり結局  

Elizabeth一世によって反逆罪で処刑された。結び目は結婚などを指し，その  

生き方辺りへの言及だろう。knots／bake，Cake］   
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⑱ メアリー女王（あの血みどろの）には  

代役がいた  

新教徒の。  

彼女はそうではなかったので。  

［Queen Mary（The Bloody），Mary Tudor（151658）ともいう英国女王  

（在位155358）。スペインのPhilip二世と結婚し，新教徒を迫害したので  

BloodyMaryと仇名された。understudy／Prot，nOt］  

⑳ カール・マルクスは  

「金銭鮫」なる句を思い付いた時  

讃美の歌を歌った  

大英博物館の中で。  

［KarlMarx（181883）。彼は大英博物館の中で多くの研究・執筆をした。  

sharks／TeDeum，Museum］  

⑳ ジョン・ミルトンは  

泊ったことなかった ヒルトン  

ホテルには，  

それはやはりよかった。  

［JohnMilton（160874）。Hilton／Hotel，Well］  

⑪ ウイリアム・ヘンリー・マンクは  

生きていた 絶えざる極度の恐怖の中に  

ジョン・バッカス・ダイクスによって  

値上げを引き受けさせられそうで。  

［William Henry Monk（182389）はEaton Chapelのオルガン奏者・合唱  

指導者・教会音楽の作曲家。大ベストセラーになる『讃美歌集』を編纂したが，  

その金銭上の利益には全く与らなかった。John Bacchus Dykes（182376）  

も音楽家で高教会派の神学者。聖オズワルド教会の教区牧師を務めたが，晩年，  

司教との葛藤で苦悩した。funk／hikes，Dykes］  

⑫ トマス・モアは  

熱狂的賞讃を惹き起した   



独自の詩の声－オーデンの『字苑落書き集』－  35  

彼の『アイルランド旋律集』を  

わめき立てるたびに。  

［ThomasMoore（1779－1852），アイルランドの詩人でIrtsh几ねlodies（1807  

34）の著者。furore／his，Melodies］  

⑬ ニューマン枢機卿は  

ただ人間味を示しただけだ  

こき下ろすことを夢みた時に  

マニング枢機胸】の最新の小冊子を。  

［John Henry Newman（180ト90）は，英国EE］教会改革運動Oxford Move  

mentの指導者の一人だったが後にローマカトリックに改宗した。近代におけ  

る英国最大のカトリック神学者で枢機卿（1879年）。90編に及ぷ時局小冊子  

丁和Cねカγ〃陀rオ用g5を発刊するのに尽力した。小説や詩も書いた名文家でも  

ある。HenryEdwardManning（180892）も似たような経歴の持ち主で，ロー  

マカトリックに改宗後，Westminster大司教を経て枢機卿（1875年）となっ  

た。human／panning，Manning］  

⑩ こイーチェには  

教師として 調子をはずす  

習慣があった  

己が論旨を強調するために。  

［FriedrichWilhelmNietzsche（18441900）。teaCher／joints，pOints］  

⑮ オックスプリッヂの哲学者連は 大雑把に言って  

中流階級保育室の産物  

彼らの議論は  

ばあやの実際の意味について。  

［0ⅩbridgeはOxford，Cambridge両大学のこと。CurSOry，nurSery／anent，  

meant］  

⑯ ルイ・パスツールは  

同僚諸氏の言うことには  

素暗しい関係を保って生きた   
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扱う細菌の大半と。  

［LouisPasteur（182295），フランスの化学者・細菌学者。彼の名から“pas－  

teur［ize］ization”「低温殺菌［する］」なる動詞や普通名詞も生じた。aVer／  

terms，germS］  

⑰ アレクサンダー・ポウプは  

決して望みを棄てなかった  

標語を見い出す望みを  

〈避暑用岩屋〉 に貼るためのを。  

［AlexanderPope（16881744）。hope／motto，Grotto］  

⑱ クリスティーナ・ロゼッティは  

つまらぬことと思った  

兄のD．G．が  

彼女のお茶にアへン剤を入れた時。  

［christina Rossetti（lS3094）。兄のDanteGabrielRossetti（182SL82）は  

やはり詩人で，画家でもあり，「ラファエル前派」の中心人物。petty／D．G．，tea］  

⑳ サー・ウォルター・スコットは  

インクの染みを作ると  

憤激して足踏み鳴らし  

新たなべージを始めた。  

［SirWalterScott（17711832）。blot／rage，page］  

⑳ 「確かに！」とスタンダールは叫んだ  

「このスカルピアはそれ程悪くはない  

だが彼はモスカ伯ではないな  

不運なことにトスカにとっては」  

［Stendhal，本名Marie HenriBeyle（17831842）。「確かに！」“Maカi！”  

と二行目“Cg5cβゆ才α乃’gsf♪邸5才雛α／”は，フランス語のまま。Scarpiaは  

Toscaに卑劣に言い寄り挙句の果てに殺される腹黒い警視総監。Victorien  

Sardou（18311908）の史劇La7bsca（1887），プッチーニの歌劇「トスカ」  

（1900）参照。Mosca伯はスタンダールの『パ／レムの僧院』（1839）の中の首   
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⑪ アーグルベルト・シュティフターは  

重量挙げ選手ではなかった  

彼は前科者たちを雇って  

鞄を運ばせたものだった。  

［Adalbert Stifter（180568），オーストリア散文の創始者とされる作家。代  

表作に『晩夏』（1857），『ヴイチイコー』（1867）など。前者はニーチェがドイ  

ツ語散文の四大傑作の一つに数えているがその〈多歴史主義〉の故に小説の特  

性が欠けているとミラン・クンデラは言う。Cf『小説の精神』（金井・浅野訳．  

法政大学出版局，1990）pp，7374．1ifter／1ags，bags］  

⑳ ウイリアム・メイクピース・サッカレイは  

嘆いてダイキリあおいだ  

〈聖ヨハネの森〉 に 余り優れていないと  

思われていると聞いて。  

［Wi11iam Makepeace Thackeray（181163）。く聖ヨハネの森〉（StJohn’s  

Wood）とはMrs．HenryWoodとしての方がよく知られている小説家のEllen  

Wood（181487）が，その夫の死（1866）後KensingtonからSouthHampstead  

のStJohn’s Wood Parkへ引っ越したので，その地名と掛けて，彼女を指す  

のだろう。換喩metonymyといってよい。凝った趣向である。daiquiri（カク  

テルの→種）／Wood，gOOdl  

⑳ 詩人トマスは  

おそらく立身出世主義者だった  

弁えていてしかるべきだった 妖精の女王たちは  

手に負えないことを。  

［Thomas the Rhymer．Thomas of Erceldoune（？1220？97）の通称で  

Thomas Learmontともいうスコットランドの詩人・予言者。妖精の女王に導  

かれて七年間仙界で過した後，郷里に帰って予言を始めるが全て当ったという  

古いバラッドを書いた。Climer／Queens，meanS］   
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⑳ トマス・トラハーンは  

いつも認めることが出来た  

少年たちの中に〈天使〉 を  

彼らが騒ぎ立ててさえ。  

［Thomas Traherne（16370r974），英国のケルト系の詩人。幼年期に対す  

る神秘感を歌った作品が多い。discern／boys，nOise］  

⑮ ポール・ヴァレリーは  

乏しい報酬を得た  

プ一口ーニュの森を散策しながら  

己れのく自我〉 を観察しながら。  

［PaulValさry（1871－1945）。「20世紀の叡智」「人間精神の権化」と謳われる  

彼の思索は，自らの〈自我〉Moiの徹底した観察に基づくものであるから，  

ヴァレリーの本質を衝いていると言ってよかろう。Salary／風耳」仇症  

⑳ 優しいヴィクトリア女王は  

上気嫌に駆られて  

ディズレイリーに命じた  

〈オールド・ベイリー〉 を叱りとばせと。  

［QueenVictoria（1819［在位18371901］）。BenjaminDisraeli（180481），  

政治家・小説家・首相（1868，187480）。“the Old Bailey”は，ロンドンの  

Newgate街の西端から南にLudgateIlillに通じる通りで，この通りにある「中  

央刑事裁判所」CentralCriminalCourtの俗称。街路名でそこに在る建造物  

を表わすのだからこれも換喩。euphoria／Disraeli，Bailey］  

⑳ ジェイムズ・ワットは  

非情ドライなスコットランド人  

彼は思った 夢という夢を  

蒸気の単なる無駄使いと。  

［James Watt（17361819），スコットランドの模様技師で，蒸気機関の完成  

者。Scot／dream，Steam］   
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⑳ オスカー・ワイルドは  

すっかり欺かれた  

「カフェ・ロワイヤル」にボウジーが歩いて入っていった時  

ティーポットカヴァーを身につけて。  

［OscarWild（18541900）。彼との交友で名を知られるのがボウジーことLord  

AlfredBruceDouglas（18701945），英国の貴族・文人。第八代Queensberry  

侯爵の子息。この侯爵に対する誹毀罪の訴訟に敗れてワイルドは二年間の懲役  

に処せられた。出獄の翌年匿名で出版した『レディング刑務所の歌』Tわβββ才一  

ぬd〆月eαdダブ曙Gα∂J（1898）は，この刑務所生活ではなくてBosieとのナポ  

リでの暮らしについて書いたものだと，ワイルドは言った。beguiled／Bosie，tea  

COSy］  

⑳ サー・トマス・ワイヤットは  

したことなかった 食事療法などは  

サリー伯とは違って  

カレーしか食べないなんてことは。  

［SirThomas Wyatt（？150342），イタリア，フランス，スペインの大使な  

ども務めた英国の詩人。イタリアのソネット形式をサリー伯と共に英詩に最初  

に取り入れた。サリー伯HenryHoward Surrey（1517？47），英国最初の無  

韻詩Blankverseの作者でもある。diet／Surrey，Curry］  

◎ クサンチッペは  

余り苛立っていない時にはいつも  

ソクラテスにどなって言った  

「どうしてあんたは ヒポクラテスじゃないの」。  

［Ⅹantippe，Socrates（470？399B．C．）の妻。口やかましい悪妻の代表名と  

される。苛立っていない時でさえこの有様1というわけで如何にもありそうな  

話。Ilippocrates（469？－375B．C．），ソクラテスと同時代のギリシャの名医，  

The Father of Medicineと呼ばれる。Chippy／Socrates，Hippocrates，尚  

“chippy”（苛立った）には俗語で「浮気女，あばずれ」の意もある。］  

＊  ＊  ＊   
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オーデンのく芋苑〉 には，最初の自分自身と，締め括りの二轟の〈リメリッ  

ク〉の二人の大詩人を除き，そして，各幕で引き合いに出される人（⑪や⑬は，2  

人がはぼ対等に話題にされていると言ってよいが）を除いて総数61人（⑮は2  

人なので）が登場する。その内訳は，哲学者・思想家が⑩，⑳，⑳，⑳，⑳，⑭，⑳  

の7人⑮はこれのみ個有の名でない複数人物。神学者・宗教家が②，⑰，⑪，  

⑮（これは2人）⑬の6人。音楽家が③，⑤，⑪，⑳の4人，⑪は音楽家兼宗教  

家。医師・技師を含めた科学者が⑮，⑳，㊨，⑯，⑰の5人。外国の詩人・作家が  

⑭，⑩，⑳，⑯，⑳，⑪，⑳の7人。女王が⑥，⑰，⑱，⑯の4人で，男性の王がいな  

いのは面白い。アメリカ人は①，韻律学者は⑫でそれぞれ1人。他はアイルラ  

ンドやスコットランドも含めた英匡の文人たちが24人となる。オーデンが誰を  

選んだかは，彼自身の本質と無関係ではないが，オーストリア人が比較的多い  

のは，晩年の15年間ほどのオーデンが毎年春から夏にかけてオーストリアで過  

すのを常として，死を迎えたのもウィーン滞在中だったことを想い起こせば首  

肯させられよう。   

内容の面では，A対象の人物の人柄や生活上の挿話に関わるもの。Bそ  

の人の仕事や作品の本質に触れているもの。Cその両方に跨るもの。概略，  

以上の三種が大半を占めるがこれはくクレリヒュー〉の機能そのものでもある。  

要はそれが如何に肯紫に当っているか，讃諺味や諷刺が効いているか，ああ，  

あの件を皮肉っているなと膝を打たせるか，うん事実か否かは判らないが，あ  

るいは事実ではなさそうだが如何にもさもありなんだなあと領かせるか，で価  

値が決るだろう。オーデンのこの「落書き集」は，いずれも各々，美事な出来  

栄えだと思われる。Aの類では⑨，⑳，⑳，⑫，⑳など，Bに属するものでは⑧，  

⑰，⑳，⑳，⑭，⑮，⑳，⑯，⑳など，Cの部では⑬，⑯，⑳，⑳，㊤などは，特に優れ  

ているだろう。対象の人物の「専門」分野に関して，③は褒めたもの，⑫は貯  

したもの，⑮は仲々穿ちの効いたもので，オーデンもオックスフォードの出身  

であることを想えば一層面白いが，尤も彼自身は「哲学者」ではないというつ  

もりか。   

同じ人物の別名を利用したもの⑥，⑳，昔の遊戯（に近いもの）⑲など，多  

彩であるが，MiltonとHiltonの音遊びと思われる⑲にしても，ミルトンの生  

涯に互る業績の詳細な知識を，ヒルトンホテルの実態とその創設・創業者の人  

と生涯との情報にぶつけてみれば，この→見たわいなく見える四行の戯詩も，  

深遠な人間論・文化論の提示であるかも知れないのである。何かしら読者に，  

そのような類のことを感じさせるものを，この「落書き」の各々は発散してい   
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るように思われるが，それは，オスカー・ワイルドの詩が一幕も生き残ってい  

ないのは，彼の書いたものが詩一般の模倣であって，彼自身の詩の声を全く欠  

いていたからだと，オーデンが評した，2）その「彼自身の詩の声」，〈独自の詩  

の声〉 を，オーデンその人は常に失うことがなかったからである。  

注   
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